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第 5 章では、提案手法を代表的な高温割れ試験法である Houldcroft 試験に応用し、実験結果と比較することで、
提案手法の妥当性について検証を行った。 Houldcroft 試験には、溶接方向が異なる一見互いに矛盾した 2 種類の試
験法が存在する。その試験法に提案手法を応用することで、力学的な視点から 2 種類存在する Houldcroft 高温割れ
試験の割れ発生メカニズムの相違について検討を行った。
第 6 章では、提案手法を用いて定量的な解析を行うために、解析結果に影響を及ぼすパラメータについて検討を行っ

























(2)提案手法を代表的な溶接高温割れ試験である Houldcroft 試験および Trans-V arestrain t 試験に適用し、実験結
果との比較を通して、手法の妥当性を検証している o
(3)提案手法において、割れの発生および進展を決める重要なパラメータは、 BTR 幅と寸法パラメータ roの 2 つに
絞られることを示している。さらに、両者を基礎試験に基つeき決定する方法を示し、 Houldcroft 試験からはro
の値として20--30μm が、また、 Trans-VarestraÍnt 試験からは20μm を得ている。このように、異なった試
験法から得られた値がほぼ一致したことから、寸法パラメータ roは、第一近似的に高温割れ試験の種類に依存し
ない材料固有の値として扱えることを示すと同時に、提案手法は、実構造物における高温割れの定量的予測に適
用できることを示唆している o
(4)実溶接施工を対象とした例のひとつとして、レーザー溶接時の高温割れ問題を採り上げ、割れの発生場所や長さ
が溶け込み形状により変化することを解析結果として明瞭に示している。
(5)今ひとつの例として、大型鋼板の突合せ溶接における始終端割れを対象に、検討を行っている。実施工では、タ
プ板や仮付けが割れ防止のために設けられるが、提案手法を用いた解析により、これらの影響を明らかにすると
ともに、始端割れと、終端割れの差を発生条件の観点から明らかにしている。
以上のように、本論文は、従来の解析手法では予測が困難であった溶接高温割れの発生から進展、停止に至る全過
程が解析できる温度依存型界面要素を提案し、その有効性を、実施工上の問題への適用を通して検証しているo これ
らの成果は、船舶海洋工学、とりわけ船舶建造学の発展に寄与するところが大き L、。よって、本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める o
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